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「
法
定
福
利
費
」
見
積
も
り
に
明
示

建
設
作
業
員
の
保
険
未

加
入
問
題
は
以
前
か
ら
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
対
策

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
関

係
審
議
会
に
よ
る
２
０
１

４
年
の
提
言
で
は
、
１
７

年
度
ま
で
に
建
設
業
許
可

業
者
の
加
入
率
１
０
０
％

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

国
交
省
が
策
定
し
た
、
業

者
の
取
り
組
み
指
針
「
社

会
保
険
の
加
入
に
関
す
る

下
請
け
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
、
１
７
年
度
以

降
は
、
法
令
上
の
加
入
義

務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
下
請
け
業
者
や
作
業

員
は
現
場
へ
の
入
場
を
認

め
な
い
よ
う
に
、
と
し
て

い
る
。
４
月
以
降
は
、
こ

の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

３
月
１
６
日
に
は
、
適

正
な
請
負
代
金
の
設
定
や

作
業
員
の
安
全
・
健
康
の

確
保
を
基
本
理
念
に
盛
り

込
ん
だ
「
建
設
工
事
従
事

者
の
安
全
及
び
健
康
の

確
保
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

◇

法
定
福
利
費
の
算
出

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
大

規
模
修
繕
工
事
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
修
繕
の
専

門
業
者
で
組
織
す
る
一

般
社
団
法
人
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
修
繕
施
工
協
会

（
Ｍ
Ｋ
Ｓ
）
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
、
法
定
福

利
費
の
算
出
方
法
を
提

示
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

れ
ば
、
法
定
福
利
費
は
工

事
別
に
計
算
。
各
工
事
費

に
、
工
事
種
目
ご
と
に
設

け
た
「
労
務
比
率
」
を
乗

じ
て
得
た
数
値
に
法
定

保
険
料
率
を
乗
じ
て
算

出
す
る
。

昨
年
３
月
現
在
の
標

準
労
務
比
率
は
、
躯
体
補

修

工

事

で

７

５

・

６

０
％
。
昨
年
９
月
現
在
の

法
定
保
険
料
率
は
、
東

京
都
が
１
５
・
５
４

１
％
。
仮
に
躯
体
補
修

工
事
費
が
５
０
０
万
円

だ
と
す
る
と
、
法
定
福

利
費
は
５
０
０
万

×
０
・
７
５
６
０
×

０
・
１
５
５
４
１
＝

５
８
万
７
４
５
０

円
（
小
数
点
以
下
四

違
法
営
業

共
同
住
宅
が
５
割
超

簡
易
宿
所
で
許
可
が
７
割
弱

民
泊
実
態

調

査

厚
生
労
働
省
は
３

月
１
日
、
民
泊
実
態
調

査
の
結
果
を
発
表
し

た
。
民
泊
の
現
状
を
把

握
す
る
目
的
で
、
民
泊

サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ

て
い
る
全
国
１
万
５

１
２
７
件
に
つ
い
て
、

旅
館
業
法
の
許
可
状

況
な
ど
を
調
べ
た
。
同

法
に
基
づ
く
許
可
を

得
て
い
な
い
物
件
は

４
６
２
４
件
で
、
全
体

の
約
３
割
。
こ
の
う
ち

共
同
住
宅
は
２
５
０

８
件
で
、
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
。

サ
イ
ト
上
に
正
式

な
住
所
等
の
記
載
が

な
い
た
め
に
、
施
設

の
特
定
が
で
き
な

い
、
ま
た
は
調
査
中

と
さ
れ
た
物
件
は
７

９
９
８
件
。
全
体
の

５
２
・
９
％
に
も
上

っ
た
。
同
省
は
「
物

件
の
特
定
す
ら
非
常

に
困
難
で
あ
っ
た
」
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大
規
模
修
繕

工

事

も

管
理
組
合
に
理
解
求
め
る

捨
五
入
）
と
な
る
。

Ｍ
Ｋ
Ｓ
は
合
わ

せ
て
標
準
見
積
書

も
作
成
。
工
事
種
目

別
に
法
定
福
利
費

を
明
示
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
。◇

法
定
福
利
費
が
見

積
も
り
に
明
示
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
一

般
的
に
は
そ
の
工
事

費
は
そ
の
分
上
が
る
。

法
定
福
利
費
を
計
上

し
て
い
な
い
場
合
に

比
べ
て
工
事
費
が
高

く
な
る
わ
け
だ
。

し
か
も
マ
ン
シ
ョ

ン
大
規
模
修
繕
は
新

築
工
事
と
比
べ
、
労
務

比
率
が
高
い
。
法
定
福

利
費
も
決
し
て
小
さ

い
額
で
は
な
い
。

作
業
員
の
安
全
・
健

康
の
確
保
を
図
る
に

は
、
設
計
・
監
理
コ
ン

サ
ル
や
管
理
会
社
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
工
事
の
発
注
者

で
あ
る
管
理
組
合
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
に

な
る
。

管
理
組
合
も
工
事
を

実
施
す
る
際
は
、
こ
う

し
た
環
境
の
変
化
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
定
福
利
費
が
計
上
さ

れ
た
見
積
も
り
を
「
高

い
」
と
切
り
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
適
正
な
工

事
を
実
施
す
る
た
め
の

必
要
経
費
だ
と
考
え
、

そ
の
上
で
業
者
選
び
を

進
め
た
い
。（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
０
３
４

号
）

と
報
告
し
て
お
り
、

調
査
自
体
が
難
し
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
う
し
た
施

設
は
無
許
可
営
業
で

あ
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
許
可
取
得

物
件
は
２
５
０
５
件

と
、
全
体
の
１
６
・

５
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
営
業
種
別
内

訳
は
、
簡
易
宿
泊
所

営
業
で
の
許
可
が
１

厚労省

７
０
１
件
（
６
７
・

９
％
）
。
特
区
民
泊
は

５
０
件
（
２
．
０
％
）

だ
っ
た
。

地
域
別
の
許
可
取

得
状
況
は
、
東
京
都

特
別
区
部
や
政
令
指

定
都
市
を
示
す
「
大

都
市
圏
中
心
市
」
で

は
、
許
可
１
５
０
件

（
１
．
８
％
）
、
無
許

可
２
６
９
２
件
（
３

２
・
８
％
）
、
物
件
特

定
不
可
等
５
３
５
８

国
土
交
通
省
は
３
月
１
６
日
、
法
定
福
利
費
の
確
保
に
よ
る
建
設
業
の
社
会
保
険
等
未
加
入
対
策
の
促
進
に
つ
い
て
、
土

地
・
建
設
産
業
局
建
設
市
場
整
備
課
長
名
で
関
係
団
体
に
通
知
し
た
。
建
設
作
業
員
の
社
会
保
険
加
入
を
促
す
目
的
で
、「
必

要
経
費
」
と
位
置
付
け
た
法
定
福
利
費
が
盛
り
込
ま
れ
た
予
定
価
格
で
契
約
す
る
よ
う
工
事
の
発
注
者
に
理
解
を
求
め
る
内

容
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
工
事
に
お
い
て
も
配
慮
が
必
要
に
な
る
。

件
（
６
５
・
３
％
）。
そ

れ
以
外
の
地
域
は
許
可

２
３
５
５
件
（
３
４
・

０
％
）、
無
許
可
１
９
３

２
件
（
２
７
・
９
％
）、

物
件
特
定
不
可
等
２
６

４
０
件
（
３
８
・
１
％
）

で
、
対
照
的
な
結
果
と

な
っ
た
。
大
都
市
圏
中

心
市
は
、
無
許
可
と
物

件
特
定
不
可
等
を
合
わ

せ
る
と
全
体
の
９
割
超

に
も
な
る
。

同
調
査
は
昨
年
１
０

月
か
ら
１
２
月
に
実

施
。
民
泊
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
施
設
の

情
報
を
抽
出
し
、
集
計

し
て
い
る
。（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
０
３
３

号
）
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な
り
ま
し
た
」
と
佐
藤

さ
ん
。

◇

工
事
終
了
か
ら
約
１

年
４
カ
月
。
佐
藤
さ
ん

は
「
冬
も
寒
く
な
ら
な

い
。
暖
か
い
」
と
公
示

後
の
室
内
環
境
を
評
価

す
る
が
、
最
大
の
効
果

は
「
や
は
り
防
音
か
な
。

近
く
に
バ
ス
停
が
あ
る

け
ど
、
バ
ス
の
音
が
聞

こ
え
な
く
な
っ
た
」
と

し
て
い
る
。

一
方
で
、
結
露
に
つ

い
て
は
住
棟
や
住
戸
の

位
置
で
差
が
あ
る
と
い

う
。修

繕
委
員
会
の
副
委

員
長
で
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

に
住
む
高
本
明
生
さ
ん

は
、
自
宅
住
戸
の
状
況

に
つ
い
て
「
三
方
が
外

壁
に
接
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
工
事
で
気
密

性
が
高
ま
っ
て
内
外
の

温
度
差
が
激
し
く
な
っ

た
た
め
、
む
し
ろ
結
露

は
ひ
ど
く
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
」
と
話
す
。

「
次
に
ど
ん
な
こ
と

を
す
れ
ば
い
い
の
か
、

課
題
が
は
っ
き
り
し
ま

し
た
」
と
高
本
さ
ん
。

「
結
露
が
ネ
ッ
ク
だ

と
す
れ
ば
、
今
度
は
換

気
や
、
壁
・
屋
根
の
断

熱
を
考
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
」

高
本
さ
ん
は
「
住
宅

を
住
み
継
ぐ
」
こ
と
に

意
識
が
向
い
て
い
る
。

「
改
修
を
し
て
、
課

題
が
出
る
。
そ
れ
を
ま

た
直
し
て
い
く
。
そ
ん

な
ふ
う
に
建
物
の
環
境

を
保
っ
て
い
き
た
い
」

と
高
本
さ
ん
。

「
建
物
の
寿
命
は
人

の
寿
命
よ
り
長
い
と
思

う
の
で
、
私
た
ち
が
い

な
く
な
っ
て
も
「
次
の

人
」
が
使
う
と
き
に
ち

ゃ
ん
と
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
方
が
い
い

で
し
ょ
う
」

人
は
変
わ
っ
て
も
建

物
は
続
い
て
い
く
。

こ
ん
な
考
え
な
ら
、

「
自
分
は
も
う
年
だ
か

らH
ｧ

」
と
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
維
持
・
性
能
向
上

に
消
極
的
に
な
る
理
由

も
な
さ
そ
う
だ
。

「住み継ぐ」を意識する
団
地
は
全
１
９
棟
で
総

戸
数
は
１
５
１
．
今
年
で

築
３
３
年
を
迎
え
た
。
４

階
建
て
の
中
層
棟
と
２
階

建
て
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

修
繕
委
員
長
を
務
め
る

佐
藤
巌
さ
ん
は
「
玄
関
扉

は
パ
ッ
キ
ン
グ
が
劣
化
し

て
隙
間
風
が
入
る
。
枠
が

ゆ
が
ん
で
鍵
も
う
ま
く
入

れ
ら
れ
な
い
。
丁
番
も
劣

化
し
て
い
た
が
、
部
品
が

な
く
交
換
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
、
当
時
の
状
況
を

説
明
す
る
。「
戸
車
が
破
損

し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
も
、

も
う
同
じ
も
の
が
な
か
っ

た
」
と
、
サ
ッ
シ
も
同
様

の
状
況
だ
っ
た
。

サ
ッ
シ
の
交
換
は
長
期

修
繕
計
画
に
計
上
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
改
修
を
実

施
す
る
に
は
費
用
面
で
課

題
が
あ
っ
た
が
、
窓
ガ
ラ

ス
・
サ
ッ
シ
の
改
修
に
は

経
済
産
業
省
や
国
土
交
通

省
か
ら
補
助
金
が
出
る
。

「
補
助
金
が
出
る
、
と

い
う
の
を
聞
い
て
、
ダ
メ

元
で
や
っ
て
み
よ
う
か
と

経
産
省
の
補
助
金
活
用

東
京
都
町
田
市
の
小
山
田
桜
台
１H

｣

２
団
地
管
理
組
合
は
お
と
と
し
、
築

３
１
年
で
窓
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
と
玄
関
扉
の
交
換
工
事
を
実
施
し
た
。
総
工

事
費
約
１
億
３
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
窓
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
改
修
費
用
の
３

分
の
１
に
当
た
る
約
３
０
０
０
万
円
は
補
助
金
で
賄
っ
た
。
工
事
か
ら
約
１

年
が
経
ち
、
住
環
境
の
向
上
を
実
感
す
る
一
方
、
次
の
課
題
も
見
え
て
き
た

よ
う
だ
。

築３１年で窓・サッシ、玄関扉を交換
小
山
田
桜
台
１#V

２

団

地

管

理

組

合

「
新
耐
震
」
な
ら
玄
関
扉
も

窓

・
サ

ッ
シ

改
修
補
助
事
業

窓
ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ

の
改
修
に
は
国
の
補
助

制
度
が
使
え
る
。
経
済

産
業
省
の
「
住
宅
省
エ

ネ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

進
事
業
」
と
国
土
交
通

省
の
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク

循
環
支
援
事
業
」
が
該

当
す
る
。

「
省
エ
ネ
」
は
、
２

０
１
５
年
度
補
正
予
算

で
組
ま
れ
た
事
業
内
容

で
は
全
戸
の
全
窓
改
修

が
条
件
だ
が
、
工
事
費

の
３
分
の
１
と
補
助
率

は
高
い
。「
小
山
田
桜
台
」

が
利
用
し
た
の
は
こ
の

制
度
で
、
事
業
は
１
７
年

度
も
実
施
予
定
。
詳
細
は

４
月
以
降
に
明
ら
か
に

な
る
見
通
し
だ
。

「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」

は
、
新
耐
震
基
準
で
建
設

さ
れ
て
い
る
か
、
改
修
な

ど
を
行
い
現
行
耐
震
基

準
に
適
合
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
が
対
象
だ
。
補

助
率
は
低
い
が
、
全
窓
で

な
く
、
一
部
窓
の
改
修

で
も
利
用
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。
１
６
年
度

か
ら
は
玄
関
扉
の
交

換
も
対
象
に
な
っ
た
。

地
方
自
治
体
で
も
、

こ
う
し
た
補
助
制
度

の
創
設
が
進
む
。
１
７

年
度
に
は
東
京
都
が

窓
・
サ
ッ
シ
改
修
に
対

す
る
補
助
制
度
を
創

設
す
る
予
定
で
、
東
京

都
港
区
や
台
東
区
は

補
助
制
度
を
創
設
済

み
だ
。

補
助
制
度
の
対
象

に
な
る
よ
う
な
改
修

を
実
施
し
た
場
合
は
、

所
得
全
の
特
別
控
除

が
あ
り
、
固
定
資
産
税

額
も
減
額
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

「
小
山
田
桜
台
」
で

も
市
に
申
告
し
、
固
定

資
産
税
の
減
免
を
受

け
た
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
新
聞
１
０
３
３

号
）


